
農地を活かし､“持続可能な農農地を活かし､“持続可能な農業・業・農村づ農村づくり”を推進を推進農地を活かし､“持続可能な農業・農村づくり”を推進

持
ち
寄
っ
て
地
域
農
業
の
将

来
に
つ
い
て
話
し
合
う
取
り

組
み
を
各
地
で
前
に
進
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

年
明
け
か
ら
19
市
町
村
で

農
業
委
員
会
の
委
員
募
集
が

行
わ
れ
ま
す
。
農
地
の
見
守

り
や
農
家
相
談
な
ど
日
常
活

動
を
起
点
に
、
守
る
べ
き
農

地
を
集
約
化
し
て
持
続
可
能

な
地
域
農
業
の

仕
組
み
を
作
る

「
農
地
利
用
の

最
適
化
」
を
推

進
す
る
た
め
、

農
業
会
議
と
し
て
も
、
地
区

連
を
中
心
に
し
た
農
業
委
員

会
の
活
動
を
全
力
で
支
え
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。読

者
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
、
本
年
が
良
い
年
に
な
り

ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

こ
の
地
域
計
画
は
、
京
力

農
場
プ
ラ
ン
（
人
・
農
地
プ

ラ
ン
）
を
土
台
に
作
成
す
る

も
の
で
あ
り
、
農
地
の
貸
借

意
向
を
反
映
し
た
目
標
地
図

の
素
案
作
成
か
ら
計
画
の
実

現
ま
で
、
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
参

画
し
て
推
進
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
区
連
絡
会

議
を
中
心
に
、
農
家
組
合

長
、
担
い
手
、
Ｊ
Ａ
、
行
政

が
参
画
し
、
農
家
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
や
農
地
利
用
地
図
を

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
等
の
大
改
正
に
伴

い
、
今
年
か
ら
、
農
業
者
の

合
意
で
地
域
の

農
地
利
用
の
将

来
像
を
明
確
化

し
、
各
市
町
村

の
「
地
域
計

画
」
と
し
て
策
定
す
る
取
り

組
み
が
本
格
化
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

京
都
府
農
業
会
議
会
長

栗
山
正
隆


人
の
委
員
と
と
も
に

｢

地
域
計
画｣

の
策
定
を
推
進

今年は、府内の19市町村で農業委員と農地利用最適化推進委員の改選が

あり、年明けから次期委員の募集が行われます。そこで、委員のことを知

っていただくため、丹後・中丹・南丹・山城の現場で地域農業の発展のた

めに奮闘する委員を訪ね、これまでの活動と卯
う

年の抱負を聞きました。

ん
増
え
る
し
、
担
い
手
は
高

齢
化
す
る
。
１
８
０
㌶
の
農

地
を
守
る
た
め
、
次
世
代
の

リ
ー
ダ
ー
育
成
や
後
継
者
確

保
を
展
望
で
き
る
新
営
農
組

織
を
立
ち
上
げ
た
い
」
と
中

澤
委
員
は
語
る
。

い
、
町
内
の
農
地
全

体
を
一
括
管
理
す
る

「
ま
る
っ
と
方
式
の

新
集
落
営
農
」
を
検

討
。
併
せ
て
、
「
京
力
農
場

プ
ラ
ン
」
の
現
況
地
図
と
目

標
地
図
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
だ
。
「
１
８
０
㌶

の
地
図
づ
く
り
は
本

当
に
大
変
だ
っ
た
」

と
中
澤
委
員
は
振
り

返
る
。

苦
労
し
て
作
成
し

た
「
京
力
農
場
プ
ラ

ン
」
は
、
本
年
度
中

に
公
表
さ
れ
る
予
定

で
、
「
ま
る
っ
と
方

式
の
新
営
農
組
織
」

は
、
来
年
度
の
設
立

に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。

「
今
後
離
農
す
る

委
託
農
家
は
ど
ん
ど

い
や
農
家
の
合
意
形
成
で
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
。最

初
に
取
り
組
ん
だ
農
家

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
１
４
７
戸

が
「
す
で
に
農
地
管
理
を
委

託
」
、
61
戸
が
「
自
分
が
で

き
な
く
な
れ
ば
委
託
す
る
」

と
い
う
厳
し
い
実
態
が
判
明

し
た
。

そ
こ
で
、
「
今
後
、
地
域

の
農
地
を
、
誰
が
、
ど
う
守

っ
て
い
く
か
」
を
話
し
合

亀
岡
市
西
部
の
大
堰
川
左

岸
に
あ
る
馬
路
町
（
６
集

落
、
２
６
７
戸
）
で
は
、
圃

場
整
備
が
完
了
し
た
１
８
０

㌶
の
耕
地
で
水
稲
、
馬
路
大

納
言
小
豆
な
ど
が
栽
培
さ
れ

て
い
る
。

地
域
農
業
の
将
来
に
危
機

感
を
持
っ
た
馬
路
町
自
治
会

の
声
か
け
で
、
２
年
半
前
か

ら
「
新
集
落
営
農
組
織
」
の

設
立
に
向
け
た
検
討
委
員
会

を
19
回
、
農
家
と
の
意
見
交

換
を
20
回
重
ね
て
き
た
。

中
澤
賢
一
委
員
（
自
治
会

副
会
長
、
農
業
委
員
）
と
中

川
尊
基
委
員
（
営
農
組
合

長
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
）
は
、
地
域
の
話
し
合

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

小
瀧
委
員
は
、
２
０
１
７

年
か
ら
２
期
、
農
業
委
員
会

の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
長
を
務
め
、
隔
月
で
開
催

す
る
「
最
適
化
推
進
委
員

会
」
で
推
進
委
員
30
人
の
意

見
を
集
約
し
、
農
地
利
用
状

況
調
査
の
改
善
や
、
京
力
農

場
プ
ラ
ン
の
推
進
な
ど
の
取

り
組
み
に
尽
力
し
て
き
た
。

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
が
改
正
さ
れ
、
京
力
農
場

プ
ラ
ン
を
土
台
に
地
域
計
画

を
策
定
す
る
取
り
組
み
が
今

年
か
ら
本
格
化
す
る
。
「
担

い
手
が
い
な
い
地
域
が
取
り

残
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
農
区

長
や
行
政
と
連
携
し
て
地
域

計
画
の
策
定
を
推
進
し
た

い
」
と
小
瀧
委
員
は
抱
負
を

語
る
。

け
、
京
力
農
場
プ
ラ
ン
の
一

本
化
に
取
り
組
ん
だ
。

農
家
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
１
人
で
ま
と
め
た
小
瀧
委

員
は
「
後
継
者
が
定
ま
ら
な

い
集
落
が
多
い
中
で
、
上
川

口
全
体
で
持
続
可
能
な
営
農

体
制
の
確
立
が
必
要
」
と
地

区
推
の
会
議
で
説
明
し
、
農

区
長
全
員
の
理
解
と
協
力
を

得
た
と
い
う
。

プ
ラ
ン
で
掲
げ
た
上
川
口

地
区
の
目
標
は
、
「
農
地
を

守
り
、
安
心
で
安
全
な
生
活

が
で
き
る
地
域
作
り
を
め
ざ

す
」
だ
。
そ
の
た
め
に
、
農

地
の
集
約
化
、
営
農
組
織

(

農
業
法
人)

の
立
ち
上
げ
、

新
規
就
農
者
の
確
保
、
隣
接

集
落
と
の
連
携
に
取
り
組
む

地
域
で
、
現
在
の
農
地
面
積

は
72
㌶
、
農
業
者
は
約
２
０

０
人
だ
が
、
そ
の

６
割
が
70
歳
以
上

で
「
５
年
後
に
は

農
業
を
縮
小
か
廃

業
す
る
人
が
増
え

る
」
と
懸
念
さ
れ

て
い
た
。

そ
こ
で
、
小
瀧

勲
委
員
は
、
上
川

口
地
区
営
農
推
進

協
議
会
（
地
区

推
）
の
会
長
と
し

て
、
11
集
落
の
農

区
長
に
呼
び
か

福
知
山
市
西
部
の
上
川
口

地
区
は
、
典
型
的
な
中
山
間

具
体
化
に
向
け
て
、
集
落
連

携
１
０
０
㌶
農
場
づ
く
り
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
や
、
町

全
域
で
農
地
の
利
用
調
整
を

行
う
一
般
社
団
法
人
を
立
ち

上
げ
る
構
想
を
検
討
し
て
き

た
。
昨
年
末
に
は
同
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
ー
と
町
長
が
懇
談

を
行
い
、
次
年
度
以
降
の
取

り
組
み
に
弾
み
を
つ
け
た
。

小
原
会
長
は
「
町
農
業
の

将
来
を
展
望
し
て
農
地
管
理

組
織
を
立
ち
上
げ
、
売
れ
る

農
産
品
開
発
や
ス
マ
ー
ト
農

業
を
推
進
し
、
若
い
担
い
手

を
育
て
る
仕
組
み
を
創
り
た

い
」
と
今
後
の
抱
負
を
語

る
。

業
、
生
活
環

境
、
福
祉
の

４
分
野
で
課

題
と
解
決
策

を
出
し
合
い
、
特
産
化
が
期

待
で
き
る
高
収
益
作
物
や
土

地
利
用
型
省
力
作
物
と
し
て

「
何
を
売
り
た
い
か
」
「
誰

が
作
る
か
」
な
ど
を
話
し
合

っ
て
き
た
。

持
続
可
能
な
未
来
を
描
く

た
め
、
海
（
漁
村
）
か
ら
山

（
農
村
）
に
誘
客
す
る
観
光

資
源
の
創
出
、
移
住
促
進
に

つ
な
が
る
空
き
家
の
活
用
、

人
が
集
ま
る
日
用
品
販
売
拠

点
の
整
備
、
在
宅
医
と
福
祉

タ
ク
シ
ー
の
充
実
な
ど
、
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、
役
場
の

農
業
委
員
会
事
務
局
職
員
が

整
理
し
た
。

定
例
会
で
は
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
出
た
ア
イ
デ
ア
の

妻
、
Ｈ
本
庄
、
Ｉ
伊
根
、
Ｔ

筒
川
）
の
広
範
な
メ
ン
バ
ー

が
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
定
例
会
を
重
ね
て
い

る
。ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

１
次
産
業
、
２
次
・
３
次
産

伊
根
町
全
体
で
将
来
の
農

業
と
農
村
振
興
に
つ
い
て
協

議
す
る
た
め
、
昨
年
４
月
、

Ａ
－
Ｈ
Ｉ
Ｔ

エ

イ

ヒ

ッ

ト

ク
ラ
ブ
が
設
立

さ
れ
た
。
農
業
委
員
会
の
小

原
澄
晴
会
長
が
代
表
を
務

め
、
町
内
の
４
地
域
（
Ａ
朝

町内の新規就農者に利用権設定した農地を紹介

する橋本委員（左）と西山委員

ＡーＨＩＴクラブ代表を務める

小原会長

南丹

馬
路
町(

６
集
落)

で

ま
る
っ
と
方
式
の
新
集
落
営
農
へ

馬
路
町(

６
集
落)

で

ま
る
っ
と
方
式
の
新
集
落
営
農
へ

中丹

11
集
落)

で

上
川
口
地
区(
11
集
落)

で

京
力
農
場
プ
ラ
ン
を
一
本
化

上
川
口
地
区(
11
集
落)

で

京
力
農
場
プ
ラ
ン
を
一
本
化

丹後

Ａ
－
Ｈ
Ｉ
Ｔ
ク
ラ
ブ
設
立


ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
未
来
を
描
く

Ａ
－
Ｈ
Ｉ
Ｔ
ク
ラ
ブ
設
立


ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
未
来
を
描
く

地
域
の
担
い
手
と
し
て
も
が
ん
ば
る

小
瀧
委
員

農
地
地
図
を
前
に
農
地
利
用
を
話
す
中
川

尊
基
推
進
委
員
（
右
）
と
中
澤
賢
一
農
業

委
員

新規就農者を応援 美しい農村風景を守る新規就農者を応援 美しい農村風景を守る山城 新規就農者を応援 美しい農村風景を守る

宇
治
田
原
町
の
糠ぬ

か

塚づ
か

地
域
で
は
、
２
人
の
農

業
委
員
（
橋
本
茂
委
員
、
西
山
隆
一
委
員
）
が

農
地
の
有
効
利
用
に
取
り
組
み
、
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。

高
齢
化
で
耕
作
が
難
し
い
農
地
の
相
談
が
あ

れ
ば
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
め
ざ
す
町
内
の
新

規
就
農
者
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
直
近
３
年
間
で

１
・
８
㌶
を
集
積
し
た
。

「
糠
塚
環
境
保
全
会
」
の
会
長
と
し
て
地
域

を
リ
ー
ド
す
る
西
山
委
員
は
、
遊
休
農
地
で
サ

ツ
マ
イ
モ
や
景
観
作
物
（
百
日
草
や
コ
ス
モ

ス
）
を
栽
培
し
、
収
穫
祭
を
開
い
て
都
市
住
民

と
交
流
し
た
り
、
美
し
い
農
村
風
景
を
守
る
活

動
を
周
囲
に
呼
び
か
け
、
集
落
全
体
で
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
し
た
環
境
保
全
活
動

を
推
進
し
て
い
る
。

一
昨
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ

れ
、
京
都
府
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

協
議
会
優
良
表
彰
で
京
都
府
知
事
賞
を
受
賞
し

た
。
「
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
将
来
ま
で
残
し
た

い
」
と
い
う
地
域
住
民
の
想
い
を
大
切
に
し
た

活
動
で
、
集
落
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
す
る
こ

と
で
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
る
。

「
農
業
で
が
ん
ば
る
地
区
外
の
若
手
と
地
域

住
民
が
協
働
し
て
地
域
農
業
を
守
っ
て
い
き
た

い
」
（
橋
本
委
員
）
、
「
新
規
参
入
者
と
地
元

農
家
が
良
い
関
係
を
築
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
、
一
丸
と
な
っ
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い｣

（
西
山
委
員
）
と
２
人
は
抱
負
を
語
る


伊
根
町
農
業
委
員
会

小
原
澄
晴
会
長

福知山市農業委員会 小瀧勲 委員 亀岡市農業委員会 中澤賢一 委員 中川尊基 委員

宇治田原町農業委員会

橋本茂 委員 西山隆一 委員

農業委員･農地利用最適化推進委員の活動を紹介します！

茶園森福（和束町）の森崎優さんに

兎
うさぎ

のイラストを描いていただきました。

ありがとうございました。

京都 １６年(令和5年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


